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ジャパンラグビー 2021 年度事業計画概要 

 

2020年度は、世界中に蔓延した新型コロナウイルスの影響により、

日本ラグビー界においても、かつて経験したことが無い様々な活動

制限や、各種大会・イベントの中止や延期など、甚大な影響を受け、

普及・強化・事業面等すべての活動分野において、大きなマイナスイ

ンパクトを受けることとなった。 

2021 年度においても、この影響は依然として日本及び世界のラグ

ビー界に大きなインパクトを与えることが予想され、先が見えない

中、大変難しい事業運営が強いられる状況となっている。 

かかる状況下、当協会は、2020 年度において、前年の RWC2019

での日本代表の成果や、日本国中を巻き込んだ大会の盛り上がりを

今後に受け継ぎ、大会レガシーの持続と、それを基盤とした更なる

普及・強化の発展を実現すべく、新たな中⾧期計画を策定した。2050

年という 30 年先を睨んだ超⾧期的なビジョンとターゲットを設定

するとともに、そこへ向かうための 4 か年中期計画「ジャパンラグ

ビー中期戦略計画 2021-2024」を策定し、「協会刷新」「強化」「普及」

「リーグ改革」「社会連携」という 5 つの戦略領域ごとに目標とアク

ションプランを定めた。2021 年度はその 4 か年計画のスタートとな

り、今後日本ラグビーが更なる高みを目指すための重要な第一歩の

年と位置付けられる。年度の事業計画はこの中期戦略計画に基づい

て計画され、その進捗を継続的にレビューし、適宜改善や見直しを

図ってゆく。 

当年度は、延期された東京 2020 オリンピック・パラリンピック

競技大会（以下「東京 2020 大会」）が予定されている他、6 月には初

となるブリティッシュ&アイリッシュ・ライオンズとの対戦のための

ヨーロッパツアーが予定され、国内事業としては、約 18 年間に亘り

日本ラグビーの強化・普及面の核として多大なる成果を残したトッ

プリーグが本年 5 月をもって終了し、新リーグへ移行するという大

きな事業変革が控えている。一方で、新型コロナウイルスの影響に

より、9 月に予定されていた RWC2021（RWC 女子大会）について

は大会を半年後に控えたこの 3 月に延期が決定されるなど、予断を

許さない状況である。この困難な状況を乗り切ってゆくため、様々

な状況変化に対応できるようなコンティンジェンシープランや体制

を整備してゆく。 

また、昨年度よりスポーツ庁の定める「スポーツ団体ガバナンス

コード」の遵守状況の自己説明の公開を開始したが、当協会として

はガバナンスの強化とインテグリティの推進を最重要組織課題の一

つとして位置づけており、「日本スポーツ界トップクラスのガバナン

ス体制実現」を目指し、様々な整備を行ってゆく予定である。 

更には、都道府県協会の体制強化の支援、RWC2019 を契機に発足

した「自治体ワンチーム」との連携強化、これまで体系的に取り組め

ていなかった社会連携活動への取組などを推進し、「地域や社会から

支持される日本ラグビー」を目指してゆく。 
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2021 年度事業計画 

戦略重点分野１：協会刷新 

目標 1.抜本的に組織を見直し、理念実現のための強固な経営基盤をつくる 

アクションプラン(１)組織基盤の強化 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.全国的な組織体制の再構築と連携/強化 

① 都道府県協会の状況調査と法人化の推進  •加盟規程の制定 

•前年度の調査に基づくゴール(法人化かその他か等）

の設定 

•非法人のガバナンスレベル標準の策定 

•法人化のためのサポート 

•ガバナンス研修 

•ガバナンス強化事業 顧問弁護士設置 

総務 

インテグリティ

推進 

業務推進  

総務 

インテグリティ

推進 

  

②三支部協会／都道府県協会との連携体制

のレビューと再整備（役割分担、支援スキー

ムなど含む） 

•三支部協会及び都道府県協会との連携体制レビュー

プロジェクトの立ち上げ 

•三支部ラグビー協会 連携強化 

 定期会議の開催（月次会議） 

 総会の開催（年 2 回） 

 日本協会・支部業務研修 

業務推進 業務推進 
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• 都道府県ラグビー協会 連携強化 

 定期会議の開催（オンライン会議／適時） 

 総会の開催（集合型会議／年 1 回） 

• 基金、助成金等 申請支援強化 

 基金、助成金、交付金等の公募情報集約と共

有 

 申請に関する業務支援 

 受給・受託からの運用モニタリングと報告業

務支援 

• 三支部協会／都道府県協会支援部門（ラグビーファ

ミリー支援部門（仮））設置 

 三支部／都道府県協会 事業活動の支援（情

報共有、ナレッジ提供 等） 

 普及育成、事業、広報活動の支援 

 基金、助成金等の申請支援 

 その他 地域ラグビー普及活動に関する業

務支援 

③Regional Development Officer（RDO）の

RWC2019 開催都道府県への配置 

・RDO の育成と配置 普及 普及 

④スポーツマネジメント人材育成のための

プログラムの導入 

•検討 PT の立ち上げ 

•フィージビリティスタディの実施 

 

  

総務／業務推進

／普及／新規 

総務／業務推進

／普及／新規 
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２．日本スポーツ界最高クラスのガバナンス体制と活力のある組織文化の両立 

①日本協会の規程・制度の整備／三支部との

規定の統一化 

  

•前年度までに整備した規程のレビューと修正対応 

•三支部、都道府県協会の規程・制度、事業計画／報告

の集約 

•規程・制度、事業計画／報告の状況確認三支部の状況

調査 

総務 

業務推進 

 総務 

  

②ガバナンスコード対応の推進 

  

•理事会改選による外部／女性理事割合の見直し 

•上記以外の形式要件完備 

総務 総務 

③アニュアルレポート発行等による協会の

方針や実績の積極的な発信 

•アニュアルレポートの発行（日英）と発信 

•レビューによる内容改善 

内部監査  内部監査 

  

④業務効率化／改善のための仕組みの確立 

  

•職員アンケートの実施と改善計画の策定と進捗レビ

ュー 

•役員へのアンケート実施 

内部監査  内部監査 

  

3．組織構成員全員が誇りを持ち、ラグビーの発展に取り組める環境整備 

① 人材の採用と育成に関する計画（人事戦

略）の策定と遂行 

•人事戦略の策定と遂行 

•上記のレビューと改善 

総務   総務 

  

4. 国際戦略遂行体制の整備 

① 国際戦略検討のための会議体の設置 •国際戦略会議の立ち上げと位置づけ、テーマ等の明確

化 

•継続的な会議の開催による国際戦略方針の策定と共

有 

•国際大会招致に対する意思決定へのサポート 

国際 国際 
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•次期 WR 役員選に向けた方針の検討 

② 国際人材育成のための教育の実施 

  

•JOC 国際人養成講座への参加 

•海外ユニオンでの研修等の検討 

総務 

国際 

総務 

  

③戦略的な様々なラグビー国際大会の継続

的開催 

•SWS 次期テンダー情報収集 

•アジア SS 開催検討・意思決定 

•東京 2020 運営サポート 

国際  国際 

 

アクションプラン(2)コミュニケーションの強化 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.各種取り組みに関するコミュニケーション

計画の策定および成果のレビューの徹底 

  

・女子選手のメディア露出施策に重点を置き、女子の

認知向上を実現・インテグリティ推進に取り組み、ガ

バナンス強化に貢献 

広報 

インテグリティ

推進 

総務 

広報  

  

2.英語によるメディア対応・情報発信の拡充  ・定期的な英語リリース配信の開始 

・英語 HP の課題整理、来期に向けた予算化 

広報 広報 

3.デジタル専門チームの編成、効果測定の強

化 

・現状の課題整理、来期に向けた予算化。 広報 広報 

4.外部メディアへの継続的な取材機会の提供 ・写真・動画素材提供の拡充 

・メディアツアーの実施 

広報 広報 
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アクションプラン(3)システム・データ活用の最大化 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.基盤システム構築 •人的 DB 構築 総務 総務 

2.データ活用施策の検討 •協会内の各種業務システム上のインプット／アウ

トプット仕様にて検討 

総務 総務 

3.活用新領域での活動 

  

•カンファレンス等への参加 

•協会内の各種業務システムについて意見収集 

総務 総務 

 

目標 2.経営の安定化を図り、未来への投資を拡充させるための財務基盤を確保する 

アクションプラン(4)既存事業の価値最大化と収益機会の多様化 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

0.マーケティング推進のための体制の強化 ・ウィズコロナを見据えたマーケティング計画に着手 

・関係団体や支部協会との協業によるセールスパワー

のアップ 

・広告代理店との連携強化によるセールス活動の拡充

を図る 

・既存協賛社とのリレーションの強化によるパートナ

ーシップ作りを目指す 

マーケティング マーケティング 

1.日本代表スポンサー:2020 年度以降の新設

マーケティングプログラムによる、スポンサ

ー階層の拡大と収入の最大化 

ウィズコロナにおけるセールス方法の工夫と改善(初

年度）  

マーケティング マーケティング 
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２．大会スポンサー：スポンサーニーズを反

映した大会関連プログラムや企画開発によ

るセールスの向上 

ウィズコロナにおける大会スポンサーの確保、セール

ス方法の工夫、改善(初年度） 

マーケティング マーケティング 

3.放送・配信権：日本代表戦を中心とした地

上波放送本数の増加、にわかファン層への視

聴機会の継続、パブリックビューイングの拡

大による体験型視聴機会の推進 

ウィズコロナにおける新規パートナーの確保、既存セ

ールスの工夫、改善(初年度） 

・ 格式ある British and Irish Lions との日本代表戦

を中心に、地上波放送本数の増加による、新規フ

ァン層への視聴機会創出と拡大 

・ 放送・配信業界の環境変化に対応し、視聴ターゲ

ットに即した新規パートナーシップ構築や、更な

る関係の強化 

・ 日本代表戦を中心としたパブリックビューイン

グの拡大による、ライブ体験型視聴機会を推進 

マーケティング マーケティング 

4.マーチャンダイジング：にわかファン層の

定着を狙ったマーチャンダイジング事業と、

ライセンス事務局の機能強化 

テーマ 10 と連携 

・ 公式マスコット「レンジ―」を活用し、新規ファ

ン層の定着を狙ったマーチャンダイジング展開 

マーケティング

／プロモーショ

ン 

マーケティング

／プロモーショ

ン 

5.新設プロジェクト：グラスルーツプログラ

ムの拡大、自治体ワンチームとの全国横断プ

ログラム等の商品化 

RWC2019 の成功に伴う、新規プログラムの開発 

※「大学ラグビー再生プログラム」、「自治体ワンチー

ムとの普及育成包括プログラム」、「新規プロパティの

開発」など 

マーケティング

／普及／業務推

進 

マーケティング

／普及／業務推

進 

6.ファンエンゲージメント：戦略コミュニケ

ーションの強化による、F1 や Teen 層への積

極的なアプローチ、仕掛けの創出 

テーマ２と連携 

・ 「戦略コミュニケーション」チームの活性化によ

る、ファン視点での SNS 発信の更なる強化 

マーケティング

／プロモーショ

ン／広報 

マーケティング

／プロモーショ

ン／広報 
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アクションプラン(5)既存意識を超えた新たな分野への挑戦 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.太陽生命 WSS 収支改善 

  

  

・五輪をフックとした露出ニーズの取り込み 

・スポンサーニーズの明確化 

・大会ポテンシャル再調査 

広報 

マーケティング 

大会運営 

広報 

マーケティング 

大会運営 

2.女子全国大会の収益獲得 

  

・運営体制の見直し 

・大会ポテンシャル再調査 

大会運営 

マーケティング 

大会運営 

マーケティング 

3.男子セブンズ国際大会招致/男子国内大会

再整備 

・五輪をフックとした選手に焦点を当てた施策に特化 

・強化側との認識合わせを踏まえた国内大会フォーマ

ットの検討 

広報 

大会運営 

代表強化  

大会運営 

4.大会以外の収益事業構築 ・前年度のリモート観戦企画を踏まえ、日本代表戦を

メインとしたコンテンツ価値強化 

マーケティング 

大会運営 

プロモーション 

大会運営 
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アクションプラン(6)非イベント収入機会の確保と強化 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

１．JRFU 基金制度の発展 ・制度の見直し、新制度の策定 

 対価、特典の検討 

 イベント企画の企画立案 

 寄付金用途の整備 

 JRFU メンバーズクラブ、スクラムジャパン

プログラムとの連携調整 

・管理業務／拡充計画／ホームページ管理 

業務推進 業務推進 

２．自治体ワンチームとの連携 ・協会内の要件・要望に関する集約・渉外調整 

 国・自治体への要件・要望に関する集約・渉

外調整 

・ラグビー関連の助成事業（委託事業、助成金・交付

金事業） 

 ラグビー関連の助成事業の計画整理、準備、

申請、運用、報告 

・RWC 再招致に向けた計画化と基盤整備 

・普及育成活動 連携（通年） 

 地域普及担当者 RDO との連絡会議の設置

（普及・育成） 

・自治体連携協議会 連携（5-6 月） 

 自治体連携協議会 総会（5-6 月） 

・東京 2020 自治体連携（7-8 月） 

業務推進 

普及 

業務推進 
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 日本代表戦パブリックビューイング   

※オリパライベントと要調整 

・RWC2021,RWC2023,テストマッチ 自治体連携（9-

11 月） 

 RWC2019  2 周年 SNS 連携企画 

 RWC2023 2YtoGO 機運醸成企画（情報共

有、SNS 連携、動画配信 等） 

 日本代表戦パブリックビューイング 

・新リーグ設立 自治体連携（1 月） 

 トップリーグ/新リーグ機運醸成企画（情報

共有、SNS 連携、動画配信 等） 

・自治体ワンチーム ホームページ 連携（通年） 

 普及育成活動、ラグビーによるまちづくり事

例の掲載 

 日本ラグビー協会展開プロモーションの連

携掲載（SNS、YouTube チャンネル 等） 

・ラグビープロモーション連携（通年） 

 オンラインツール（報告書、告知、イベント

プロモーション等） 

 ペーパーツール（リーフレット、イラスト、

ロゴマーク活用等） 

・普及育成活動 連携（通年） 

 普及活動重点化地域に対する普及（ラグビー
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教室への講師派遣事業） 

３．統合データベースの活用 ・統合データベースの活用検討 

 基盤システムによる選手、関係者、ファン等

の連携するデータ活用 

・統合データベースの活用 

 ラグビーファン ID 運用支援 

 データベース、システム構築検討 

 ラグビー支援者（協賛、協力、寄付行為、VIP 

他）名簿管理 

業務推進 

総務 

プロモーション 

業務推進 

４．普及関連資金管理改善・効率化 ・事業収入および担当部署の整理／支部協会・都道府

県協会の事業内容の調査 

普及 普及 

５．普及関連事業協賛確保 ・普及育成事業（既存・新規）における収益事業の整

理と改善／新スポンサーの獲得 

 

普及 

マーケティング 

普及 

マーケティング 

６．スクラムジャパンプロジェクト（SJP）活

動の積極的推進 

・SJP の社会的価値の整理と事業の整理と情報発信お

よび、賛助会員の拡大 

普及 普及 

７．自治体・SJP 参加企業との連携事業 ・都道府県協会の普及育成における体制整備と事業の

洗い出し。 

普及 普及 

８．補助金・助成金活用のための体制整備 ・中央省庁の補助金・助成金に対する協会体制の整備

（既存、新規事業の整理と確保） 

業務推進／普及

／代表／技術／

財務 

業務推進／普及

／代表／技術 

９．メンバーズクラブ会員制度刷新 ・新会員制度の仕組みの確定 

・メンバーズクラブ：目標会員数 50,000 人 

プロモーション プロモーション 
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10．寄付金税額控除対象法人の申請検討 ・寄付実績の確認 

・申請フローの確認 

財務 財務 

 

アクションプラン(7)財務計画・管理システムの強化 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当 予算管轄 

1.主要部門別中⾧期予算の策定・見直し •中期計画に基づく部門別中期予算の作成 財務／内部監査 財務 

2.予算管理会計システムの改善 

  

  

•既存システムのフル活用 

•運用の改善 

•人材・人員確保 

財務 

 

総務 

財務 

 

総務 

3.資産運用・規定見直し 

  

•運用計画提案 

•規定の見直し検討 

財務 

総務 

財務 

総務 
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目標 3. 安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー憲章を守る 

アクションプラン(8)ラグビーへの信頼を維持・確保 

 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

１．インテグリティ推進 

① コンプライアンス体制の強化 ・都道府県協会の体制整備（テーマ１参照） イ ンテグ リテ ィ

推進 

インテグリティ

推進  

②インテグリティ/コンプライアンス研修の改

善・強化(含. ラグビー憲章) 

・研修コンテンツの拡充 インテグ リテ ィ

推進 

インテグリティ

推進 

③インテグリティ相談窓口の改善 ・匿名対応整備 インテグリティ

推進 

インテグリティ

推進 

③ 適切な処分実施 ・処分のための体制整備、規程整備 イ ンテグ リテ ィ

推進 

インテグリティ

推進 

⑤フェアプレイに関する発信、教育の推進 ・フェアプレイ徹底の方針策定 インテグリティ

推進 

インテグリティ

推進 

⑥社会貢献活動、SDGs の推進・評価（アクシ

ョンプラン 14 と調整） 

・インテグリティ追及のための SDGs 取り組み方

針策定、アクション実施 

新規 新規 

２．安全対策 

①KPI 評価プロセスの確立 ・評価制度の確立 安全対策委員会 安全対策委員会 

②安全管理体制の再整備 ・安全管理プロセスの整備(重症対応) 安全対策委員会 安全対策委員会 

③安全に関する情報提供の改善 ・安全に関する情報提供の再設計(現行スキーム) 安全対策委員会 安全対策委員会 
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戦略重点分野２：強化 

目標 4. 代表チームを支える環境を整備し、すべてのラグビー日本代表を戦略的に強化する 

アクションプラン(9)選手の環境と価値を守る 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

０．ウェルフェアについて協議する体制づくり ・ワーキンググループの発足及び体制づくり／

JRFU のウェルフェアに関する考え方の整理 

代表強化／総務 

イ ンテグ リテ ィ

推進／普及 

 

1.WR への関与拡大、国際カレンダーへの影響

力やルール改定への関与 

・WR 理事会や委員会への働きかけ 代表強化／国際 

技術 

国際 

2.契約や人事専門部門の設置、トップリーグと

一体となり選手会との向き合い、アスリート委

員会の整備と活用 

•専門部門／担当者の設置と新リーグとの連携した

国内ルールの整備 

•アスリート委員会の再整備 

代表強化 

新リーグ 

総務 

総務 

  

3.システム整備、選手データの入力の義務化、

個人情報管理の推進 

・JRFU の基盤システムの整備 

・SCOT の整備 

総務 

代表強化 

総務 

代表強化 

4.ラグビー界全体の環境整備の為、学校や多様

な競技関連団体との連携体制の整備 

・環境整備の検討と体制づくり 代表強化/インテ

グリティ推進/ 

普及 

  

5.教育コンテンツの充実と継続した教育によ

る、指導者、選手及び関係者の理解の深化、イ

ンテグリティ事案発生時の原因の把握 

・教育コンテンツの充実、定期的な研修と新しいア

プローチの検討 

代表強化 

イ ンテグ リテ ィ

推進 

代表強化 

インテグリティ

推進 
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アクションプラン(10)多くの関係者・ファンが代表を支える環境の提供 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.広報領域（アクションプラン２連携）:発信力

の強化とデジタルプラットフォームの拡充 

アクションプラン２参照 広報 広報 

2.マーケティング領域（アクションプラン４連

携）：RWC2019 で獲得した新規（にわか）ファ

ン層の定着を念頭に、SNS を軸とした戦略コミ

ュニケーションやデジタルマーケティングを強

化し、日本ラグビーのブランディングを推進 

アクションプラン４参照 マーケティング マーケティング 

3.大会運営領域（アクションプラン 5 連携）：競

技運営の世界基準化 

アクションプラン 5 参照 大会運営 大会運営 

4.国際領域（アクションプラン 1 連携）：Teir1

を中心とした強豪国との魅力あるマッチメイク

を目指すとともに新規国際大会の招致を含めた

国際的地位の拡大を目指す 

アクションプラン１参照 国際 国際 

5.代表強化部門：年度活動計画の共有とアクテ

ィビティカレンダーの作成 

・年度活動計画の共有 

・ブランドアクティビティカレンダーの作成 

代表強化 
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6.プロモーション領域 

①ラグビーファンを潜在・ライト・コア・熱狂と

4 つのカテゴライズし RFID、JMB、Ticket 

RUGBY 等の情報ツールを使用した情報提供 

②Ticket RUGBY のシステム改修、代表に特化

した JRFU メンバーズクラブの改編、年間を通

じたマーチャンダイジング計画による収益強化 

  

•RFID を活用した情報展開の充実（ID 数：23 万

人） 

•メンバーズクラブ：目標会員数 50,000 人 

•MD 関連収入：800 万 

•代表戦：平均単価 8,500 円以上、集客 3 万人以上

／試合※ティア１想定 

プロモーション 

  

  

  

  

プロモーション 

 

  

  

  

  

 

アクションプラン(11)ハイパフォーマンス（HP）プログラムのさらなる強化 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.HP 支援のための組織体制の整備 

①組織体制（管理・企画と専門）の確立：管理者

および専門官の人員確保 

②目的・役割の明確化と認識の統一 

③高体連等の外部との連携体制の整理 

④一貫指導体制の確立 

⑤HP Pathway の策定／エリート選手の LTPD 

 ・管理者および専門官の人員確保 代表強化 ／技術

／総務 

  

  

  

  

総務 
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2.強化と普及育成の連携体制 

①担当エリアの明確化による、連携体制整備

（JRFU 組織体制の整備等） 

②多角的な日本ラグビーの検討（情報の集積・

分析、情報発信） 

・技術部門の体制整備と普及育成との連携整理。 

・HP を代表強化部門、デベロップメントを普及

育成部門および技術部門が担い、パスウェイの整

備を進める。 

・情報の集積・発信方法の検討と、主観的・客観

的分析方法を検討 

普 及／代 表強 化

／技術 

  

  

普 及／代表強 化

／技術 

  

  

3.スタッフ啓発のための体制づくり 

①各啓発プログラム（計画）の策定（ユースコー

チ、リソースコーチ、レフリー、S&C、アナリス

ト他） 

・スタッフ育成プログラムの検討 

・評価システム構築と運用 

・専門的知見を有したスタッフの配置 

  

代表強化／技術 

  

代表強化／技術 

  

 

戦略重点分野３：普及・育成 

目標 5.誰でも、いつでも、どこでも楽しめるラグビー社会をつくる 

アクションプラン(12)RWC2019 レガシーと普及環境の整備 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.必要な資源（人材、拠点、資金、情報）を高める 

① 指導者・レフリーの質量向上 

 

・スタートコーチ、S 級、A 級、B 級、C 級コ

ーチ資格講習会の開催 

・ブラッシュアップ研修会 

・コーチカンファレンスの開催 

・コーチング教材作成 

 普及 

  

  

  

  

 普及 
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・レフリー資格講習会 

・レフリーコーチの育成 

② 活動拠点の整備  ・タスクフォースによる調査等 普及 普及 

③ 普及育成の財政基盤づくり ・スクラムジャパンプログラム 

・アクションプラン６と協働 

普及 普及 

④ データベース基盤の整備とデータ活用 ・コーチ／レフリーデータベースの整備と活

用 

・アクションプラン３と協働 

普及 普及 

2.全国の協会やクラブ、チームの取り組みを支える 

⑤ コミュニケーション（情報伝達・広報活動）

の促進 

 

・普及育成に関する情報発信の整理  

 

普及 

  

普及 

⑥ 地域協会との連携強化（地域協会の体制強化

と、自走できる仕組み作り） 

 

・普及育成フォーラム（全国・地域） 

・全国ラグビー一斉体験会 

・放課後ラグビープロジェクト 

・ラグナビの活用 

・未来計画の推進 

 普及 

  

 普及 

⑦ マネジメント人材養成と配置 ・RDO の育成と配置 

・アクションプラン１と協働 

 普及 

  

 普及 

⑧ 新リーグとの協働 ・アクションプラン 13 と協働  普及  普及 

3.より安心安全にプレーを続けられる環境を整え

る 

⑨ スクール（タグ・ミニ・ジュニア）ラグビー

の拡充 

・各種全国大会の開催 

・地域交流大会の開催 

・タスクフォースによるルール・安全・指導に

関する見直し 

 普及 

  

 普及 
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⑩ 中高生の普及育成基盤改革  ・部活動の実態調査 

・ベースキャンプ活動 

 普及 

  

 普及 

⑪ プレーヤーウェルフェア（心と身体の安心・

安全） 

・アクションプラン８/９との協働  普及  普及 

⑫ 女子ラグビーの普及育成基盤づくり ・女子の普及の基盤の構築 

・女子・女性の競技人口向上 

 普及  普及 

4.ラグビーの楽しさや価値をより多くの人々に広

める 

⑬ ラグビー参画者の拡大 (ラグビーを始める

きっかけと、続けられる環境の整備)  

・タグラグビー推進 

・生涯ラグビー 

・成年（クラブ／マスターズ） 

・学童プログラム 

 普及   普及 

  

⑭ 教育プログラムの整備 

 

・タグラグビー実施率調査 

・ラグビー体験授業 

・教育プログラムの多様化 

・免許状更新講習会 

・国際交流プログラム 

 普及 

 

 普及 

  

⑮ 障がい者とラグビーをつなぐ ・障がい者へのラグビー推進  普及  普及 

⑯ 国際協力プログラムの推進 ・アジアンスクラムプロジェクト 

・JICA 連携事業 

・JENESYS 

・国際協力人材養成 

 普及 

 

 普及 
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戦略重点分野Ⅳ リーグ改革 

目標 6.ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる 

アクションプラン(13) ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.事業性の追求  

① 拮抗した試合をファンに届ける 

② スクールからトップチームまでを含めた事業

戦略 

③ JRFU とのシステム連携 

④ チーム母体企業との技術連携 

・チケッティング、大会運営、ガイドラインなど

の移行 

・新リーグプロモーションブランディング 

・基盤システムとの連携 

  

新リーグ 

プロモーション 

大会運営 

普及 

総務 

  

  

  

  

  

2.社会性の向上 

①ホスト＆ビジターでの興行を実施していく事

で、ラグビーも地域性を植え付ける 

・ホスト＆ビジターでの興行実施 新リーグ 

  

  

  

3.人と技術を育てる 

①コーチ資格、レフリー資格など JRFU との連携

を進める（ラグビー独自の設計） 

・連携方法の検討、プランニング 新リーグ 

普 及／技 術／ 代

表強化  
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戦略重点分野Ⅴ 社会連携 

目標 7.ラグビーのチカラを使って、社会の役に立ち、世界を守る 

アクションプラン(14)社会連携、国際連携のための体制確立 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.SDGs,CSR 活動の継続実施のための体制確保 

  

・ビジョン作り 

・2024 年までの戦略計画の策定 

・現状の認識 

新規 

 

  

新規  

2.国際貢献活動の継続と強化  

  

・ビジョン作り 

・既存の活動の整理 

国際／普及 

  

 普及 

  

3.JOC などの関連団体や行政機関との連携 

  

  

・ビジョン作り 

・連携を取りながら、ラグビーを通じた、SDGs

活動についての機会を探す 

・ステークホルダーの洗い出し 

国際／総務 

 

  

 新規 
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目標 8.ラグビーが起点となって日本に新しい産業をうみだす 

アクションプラン(15)有形、無形のラグビー資産を社会や経済活動へ結びつける 

アクションプラン 2021 事業計画 業務担当部門 予算管轄部門 

1.社会が共感するラグビーの価値観やノウハウを

パッケージ化またはカテゴライズしたコンテンツ

の活用 

•推進部門の設置もしくは PT の立ち上げ 

•上記による F/S 

•オープンイノベーション戦略によるコンテン

ツ開発のための計画策定  

新規 新規 

2.統合データベースをもとにしたビッグデータ活

用 

•基盤システムへのデータ移行 

•上記Ⅰの対象プログラムとして並行して検討 

総務 

新規 

総務 

  

3.強化現場でのノウハウ(IT 活用を含む)の他競技

等への展開 

・パートナーとの契約合意、共同開発開始 代表強化 総務 

4.国際交流活動ノウハウの展開方法の検討 ・国際交流事業の企業との提携による事業化

の検討 

普及／国際／ 

マーケティング 

普及／ 

マーケティング 

5.ラグビーミュージアム事業検討への積極的関与

（ex 体験型等） 

・ミュージアム事業計画への情報収集と参画

可否調査 

新規 新規 

6.新規社会連携事業検討のための体制整備 ・上記の他、JRFU の持つノウハウやコンテン

ツを活用した新規事業や連携モデルを検討す

る体制の検討 

新規 新規 
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2021 年度活動スケジュール 
（2021 年 3 月現在） 

 

 

＊本計画は未確定のものも含み、今後変更される可能性がございます。 
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競技運営委員会・大会運営部門 

日本協会主催試合と各種大会の事業企画、スムーズな運営を行うと

同時に、東京 2020 大会ラグビー競技の競技運営サポートを行う。 

 

１．活動スケジュール 

大会運営部門 

主催大会スケジュール 

（１）国際試合  

  ①日本代表戦 

   ・対戦カード未定 

日程：2021 年 6 月 12 日（土）*調整中 

場所：エコパスタジアム（静岡） 

備考：ブリティッシュ＆アイリッシュ・ライオンズ遠征のウォー

ムアップマッチとして開催 

＊その他下記二試合を調整中 

・対戦カード未定 

日程：2021 年 7 月 10 日（土）*調整中 

場所： 調整中 

 ・対戦カード未定 

日程：2021 年 7 月 17 日（土） 

場所：調整中 

＊ このほか 10 月、11 月にテストマッチ実施の可能性あり 

 

東京 2020 大会 ラグビー競技 

    日程：2021 年 7 月 26 日（月）～7 月 31 日(土) 

    場所：東京スタジアム 

備考：東京 2020 組織委員会が実施する 

テストイベントへの運営協力も予定（4 月 22 日（木）実施

予定） 

 

（２）大学選手権 

  日程：一回戦 2021 年 11 月第 3 週末（調整中） 

決勝  2022 年 1 月（日程未定） 

  大会方式：14 チームによるトーナメント 

 

（３）太陽生命ウィメンズセブンシリーズ *調整中 

① 第１戦： 2021 年 5 月 1 日（土）～2 日（日） 

秩父宮ラグビー場（東京） 

② 第２戦： 2021 年 5 月 15 日（土）～16 日（日）  

エコパスタジアム（静岡） 

③ 第３戦： 2021 年 6 月 5 日（土）～6 日（日）  

熊谷ラグビー場（埼玉）   

④ 第４戦： 2021 年 6 月 26 日（土）～27 日（日）  

三重交通 G（三重） 

 

大学部門 

１．第 72 回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 
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日程：2022 年 1 月 2 日（日）・4 日（火）・6 日（木） 

会場：パロマ瑞穂ラグビー場 

  

国体部門 

国民体育大会 

１．第 76 回 三重国体（三重とこわか国体）に大会競技役員を派遣 

期日：2021 年 9 月 30 日（木）～10 月 4 日（月） 

少年男子（9/30.10/1.3.4）、成年男子（10/3.4）、女子（10/1.2） 

会場：熊野市（成年男子）山崎運動公園 多目的グラウンド 

      鈴鹿市（少年男子・女子）三重交通 G スポーツの杜 鈴鹿 

サッカー・ラグビー場 

抽選会：2021 年 9 月 4 日（土）13 時日本協会（ジャパンクラ

ブ） 

２．第 77 回大会以降の開催県・開催地・県協会、及び日本スポーツ

協会と打合せを実施 

 

社会人部門  

１．３地域協会主催、各社会人リーグの普及・発展・強化のための施

策検討・実施 

２．３地域社会人リーグ交流戦実施の検討 

３．新リーグ創設に伴う、日本協会と３地域協会の連携（新規参入

等） 

 

クラブ部門 

１．第２９回全国クラブラグビーフットボール大会 

会場：調整中 

日程：1 回戦/2022 年 1 月 9 日、2 回戦/1 月 23 日 

準決勝/2 月 6 日、決勝/2 月 20 日予定 

参加チーム：１２チーム(関東管下 4 チーム・関西管下 4

チーム・九州管下 3 チーム・2021 年度優勝地域協会管下

1 チーム) 

２．学生クラブ東西交流フェスティバル IN 菅平２０２１ 

会場：⾧野県菅平高原 

日程：2021 年 9 月 3 日(金)～9 月 5 日(日)にて実施予定 

参加チーム数：２０チーム予定 

実施概要：参加チームの交流戦及び安全対策・指導者・レフリー

各講習会の実施 

３．第 20 回東西学生クラブ対抗試合 

会場：調整中 

日程：2021 年 12 月 19 日(日)にて開催調整中 

参加チーム：関東協会学生クラブ代表チーム対関西協会学生ク

ラブ代表チーム 

４．クラブユース交流試合(兼:クラブユース U-１９) 

会場：調整中 

日程：2022 年 3 月 20 日にて開催調整中 

参加チーム：三地域推薦チーム 

５．部門会 

開催日程：2021 年 6 月(東京)及び 2022 年 2 月(愛知)の２回開
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催予定 

議事概要：各大会運営・日程・大会概要協議並びに三地域管下ク

ラブ環境の情報交換等 

 

高校部門 

１．高校大会・研修会 

① ｻﾆｯｸｽﾜｰﾙﾄﾞﾗｸﾞﾋﾞｰﾕｰｽ交流大会 2021 

会場：福岡県宗像市：グローバルアリーナ 

日程：2021 年 4 月 28 日（水）～5 月 5 日（水・祝） 

②第 8 回全国高校 7 人制ラグビーフットボール大会 

会場：菅平高原サニアパーク 

日程：2021 年７月 16 日（金）～19 日（月・祝）  

③第 17 回全国高等学校合同チームラグビーフットボール大会  

会場：菅平高原サニアパーク 

日程：2021 年 7 月 29 日（木）～8 月 1 日（日） 

④第 52 回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会 

会場：神戸総合運動公園ユニバー記念競技場 

日程：2022 年 1 月 4 日（火）～9 日（日）  

⑤第 101 回全国高等学校ラグビーフットボール大会 

会場：東大阪市花園ラグビー場 

日程：2021 年 12 月 27 日（月）～2022 年１月 8 日（土） 

※決勝日は調整中 

⑥第１４回Ｕ１８合同チーム東西対抗 

会場：東大阪市花園ラグビー場 

日程：2022 年 1 月 8 日（土）  

⑦第４６回高等学校指導者研修会 

日程：2022 年 1 月９日（日）～１１日（火）（東京） 

⑧第 23 回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会 

会場：熊谷スポーツ文化公園熊谷ラグビー場 

日程：令 4 年 3 月 24 日（木）～31 日（木） 

２．高校女子大会 

① ｻﾆｯｸｽﾜｰﾙﾄﾞﾗｸﾞﾋﾞｰﾕｰｽ交流大会 2021 

会場：福岡県宗像市：グローバルアリーナ 

日程：2021 年 4 月 28 日（水）・29 日（木・祝） 

② 第 11 回全国高等学校女子合同ﾁｰﾑﾗｸﾞﾋﾞｰ大会 

日程：2021 年 7 月 29 日（木）～8 月 1 日（日） 

会場：菅平高原サニアパーク 

③ 第 4 回全国Ｕ18 女子セブンズラグビーフットボール大会 

会場：熊谷スポーツ文化公園熊谷ラグビー場 

日程：2021 年 10 月 22 日（金）～24 日（日） 

④ Ｕ18 花園女子ラグビー 

会場：東大阪市花園ラグビー場 

日程：2021 年 12 月 27 日（月） 
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トップリーグ部門 

2022 年 1 月開幕の新リーグについて、JRFU から主管権が JRTL に

委譲することが決まり、JRTL は新リーグ（仮称）の開幕に向け、準

備を加速いたします。新リーグには 25 チームが参加し、デビジョン

１が 12 チーム、デビジョン２が 7 チーム、デビジョン３が 6 チーム

の編成でスタートすることになる。 

 トップリーグは最後のシーズンとなり、2021 年 4 月から 5 月リー

グ戦、トーナメントの 35 試合を予定しており、事業計画としてはこ

の部分が対象となりる。  

１． 事業計画 

・COVIDʷ19 の影響で 1 試合あたり 5000 人を想定 

・2021 年 4 月から 5 月にかけて、35 試合 

・6 月以降、JRTL へのスムーズな業務移管 

 

２． 活動スケジュール（日程等） 

・２０２１年４月   TL2021 リーグ戦 

・２０２１年５月   日本選手権 

・２０２１年６月   新リーグデビジョン別参加チーム確定 

           新リーグ名称発表、 

・２０２１年７月   一社 JRTL 始動 

・２０２１年１０月  新リーグ対戦スケジュール公表 

・２０２２年１月上旬 新リーグ開幕 

・２０２２年５月末  新リーグ閉幕 

 

代表強化部門 男子 15 人制 

事業計画 

・ テストマッチ・プレマッチ、それに係わる強化キャンプを通じ、

選手層拡大と国際経験値の向上策の推進。 

・ トップリーグ、新リーグとの連携、国内シーズンスケジュールに

て代表強化に基づいた策定協力を進める。 

・ また新リーグ移行に伴う新たな仕組みづくりの中で、選手育成に

ついての検討、協力を進める。 

・ ユース世代の強化策を推進し、2023 年 2027 年 RWC に向け、選

手育成を進める。 

・ ラグビー人口減少の中で、人材の「発掘・育成・追跡」を視点に

事業を推進する。 

 

男子 15 人制日本代表 

１．強化ポイント/目標 

（1） インテグリティ（規律厳守） 

（2） 「COVID-19 感染予防」及び「危機管理」対策の徹底 

（3） プレイヤーズウエルフェア― 

（4） Tier1 及び Tier2 との継続的なテストマッチ（強化試合）メ

イクによる代表強化の推進 

（5） ストレングス（S&C 能力）及びスピードの向上 

（6） 代表活動と新リーグ事業とのアライメント整備と協力 

（7） トップリーグ、新リーグと連携し、選手発掘・育成の推進

（代表としてのマインドセット・国際経験値向上） 
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（8） RWC2027、RWC2031 を見据えた代表スタッフの育成 

（9） 強化ベース地の確立（ファシリティーの模索・選定を進め、

安定的かつキャンプ実行効果の向上を狙う） 

 

２．活動スケジュール 

【プレマッチ】※暫定予定 

① 6 月 12 日 vs. 対戦相手未定（エコパスタジアム） 

② 10 月 23 日  vs. 対戦相手未定（場所未定） 

 

【テストマッチ】※暫定予定 

① 6 月 26 日 vs.ブリティッシュ＆アイリッシュ・ライオンズ

（スコットランド/エジンバラ・BT Murray field スタジア

ム） 

② 7 月 10 日 対戦相手未定 

③ 7 月 17 日  対戦相手未定 

④ 11 月 6 日  対戦相手未定 

⑤ 11 月 13 日 対戦相手未定 

⑥ 11 月 20 日  対戦相手未定 

 

【キャンプ】※日程・場所ともに暫定予定 

① 5 月 29 日(日)～6 月 10 日(木)（未定） 

② 6 月 28 日(月)～7 月 18 日(日)（未定） 

③ 9 月 12 日(日)～9 月 22 日(水)（未定） 

④ 9 月 26 日(日)～10 月 13 日(水)（未定） 

⑤ 10 月 17 日(日)～10 月 24 日(日)（未定） 

 

【海外遠征】 

⑦ 6 月 16 日～6 月 28 日 欧州遠征（TBC） 

⑧ 10 月 27 日～11 月 22 日 欧州遠征（TBC） 

 

ジュニア・ジャパン 

１．強化ポイント/目標 

（1） インテグリティ（規律厳守） 

（2） 「COVID-19 感染予防」及び「危機管理」対策の徹底 

（3） ワールドラグビー・パシフィック・チャレンジ 2022 優勝 

（4） 世界レベルの大会を経験させ「JAPAN」への選手輩出機能

の遂行 

（5） U20 日本代表コアメンバー強化（前々年チームの「継承」

と新チーム強化） 

 

２．活動スケジュール 

【大会】 

① 日程未定（2022 年 3 月予定） ワールドラグビー・パシフィッ

クチャレンジ 2022（フィジー） 

※2022 年 2 月中旬に、「ジュニア・ジャパン」と「U20 候補」メン

バーで合同キャンプ実施予定 
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U20 日本代表 

１．強化ポイント/目標 

（1） 日本代表につながるチームとしてのマインドセットと国際

経験値の向上 

（1） インテグリティ（規律厳守） 

（2） 「COVID-19 感染予防」及び「危機管理」対策の徹底 

（3） ワールドラグビーU20 チャンピオンシップ決勝トーナメン

ト進出（ベスト８）     目標達成のための一貫したユース

強化プランの策定と実行 

（4） ストレングス（S&C 能力）及びスピードの向上（日本代表

S&C スコアーとの比較、記録保管） 

（5） 新リーグチームとの連携検討（新リーグチーム所属者の増

加策検討） 

（6） 海外在住者情報収集と招聘推進 

（7） HP プランの推進 

（8） アタックマインドをコアとしたチーム作りの推進 

（9） 上位代表との連携を密にして、キャンプ・遠征帯同により、

リソースの強化・育成を図る 

 

 

２．活動スケジュール 

【TID キャンプ】 

※いずれのキャンプも JSC 助成対象事業として実施 

《2021 年度チーム強化キャンプ》 

① 新型コロナウイルス感染収束及び各大学・高校、自治体の活

動ガイドラインに沿い、年間 8 回～10 回のキャンプを計画

予定 

② 育成と同時に大会に向けた強化キャンプの目的も持つため、

大会計画に従い計画したいが、現状では白紙の状況。 

③ 学生のため休日及び⾧期休暇を利用した開催を基本とする。 

 

【予定】ＧＷ（5 月）、7 月～8 月（夏期休暇）、12 月～1 月（冬期休

暇）、6 月（大会実施による） 

《2022 年度チーム強化キャンプ》※U20 2022 年度チーム編成に向

けた育成キャンプ 

① 9 月または 10 月（未定） 

② 12 月（関西地区：未定） 

③ 1 月（関東地区：未定） 

④ 2 月中旬 （未定）WR パシフィックチャレンジに向けた育

成キャンプ 

⑤ 3 月下旬 （未定） 

《人材発掘キャンプ》※対象高校生 

① 7 月   TID 発掘キャンプ（⾧野県菅平高原 予定） 

② 12 月 TID 発掘キャンプ（京田辺市同志社大学 予定） 
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【大会】 

① 2021 年 7 月開催で計画中 オセアニアラグビーU20 チャン

ピオンシップ 2021（オーストラリア） 

※詳細未定 U20NZL・U20AUS・U20FIJ・U20JPN（4 ヵ

国参加または 8 チームを検討中） 

 ※拡大 4 ヵ国：南アフリカ・アルゼンチン・トンガ・サモ

ア 

② ワールドラグビーU20 チャンピオンシップ 2021（2020 年イ

タリア開催中止） 

※（12 ヵ国：FRA・ENG・IRL・WAL・ITA・NZL・AUS・

ARG・RSA・GEO・FIJ・JPN が参加） 

 

男子セブンズ日本代表 

男子セブンズ日本代表・SDS 

１．事業計画 

 （１）目標 

  ①東京 2020 大会でのメダル獲得 

  ②Asia Rugby Sevens Series 総合優勝（RWC7’s 2022 出場権獲

得） 

③World Rugby Sevens Series 総合 6 位以上 

（２）強化ポイント 

① フルタイムプログラム 

② 代表活動 150 日以上で SC 強化・スキル強化を実施 

③ SDS 活動年間 100 日で若手育成 

④ 代表チーム活動での日本人スタッフ育成プログラムの実施 

⑤ スポーツ医科学サポートによるコンディショニングアップ

（栄養、睡眠、リカバリーなど） 

 

２．活動スケジュール 

① 国際大会への出場（地域大会） 

・ 4/3-4、4/8-9 エミレーツ・インビテーショナル・セブ

ンズ（ドバイ） 

② 9 月-11 月（2020 ワールドシリーズ）カナダ大会、ロンドン

大会、シンガポール大会、香港大会   

③ 東京 2020 大会（東京） 

       ・7 月 26 日～7 月 28 日  東京スタジアム 

④ Asia Rugby Sevens Series 3 大会への参加 9 月～10 月 

     韓国、中国、スリランカ 

⑤ World Rugby Sevens Series 2021 

ドバイ、南アフリカ、オーストラリア、NZ、アメリカ、カ

ナダ、香港、シンガポール、ロンドン、パリ 

⑥ 海外遠征 未定 

⑦ 国内合宿 4 月～3 月 11 回実施予定 

⑧ 海外合宿 未定 

 

女子セブンズ日本代表  

女子セブンズ日本代表（学生代表含む）・SDS 

１．事業計画 



32 

（１）目標 

① 東京 2020 大会 メダル獲得 

② Asia Rugby Sevens Series 総合優勝（RWC7’s 2022 出場権

獲得） 

③ World Rugby Women’s Sevens Challenger Series 優勝 

（２）強化ポイント 

① 拠点（熊谷市）集約型による集中強化（セントライゼーショ

ン） 

① 拠点（熊谷市）の更なる環境整備・機能強化 

② 代表活動 250 日以上で S&C、スキル強化を実施 

③ スポーツ医科学サポートによるコンディショニングアップ

（栄養・睡眠・リカバリー） 

 

２．活動スケジュール 

① 国際大会への出場（地域大会） 

・4/3-4・4/8-9 エミレーツ・インビテーショナル・セブンズ

（ドバイ） 

② 東京 2020 大会（東京） 

  ・7 月 29 日～7 月 31 日 東京スタジアム 

③ Asia Rugby Sevens Series 3 大会への参加 9 月～10 月 

 ・韓国、中国、スリランカ 

④ World Rugby Challenger Series 2020-2021 

・２大会予定（2021 年末、2022 年初） 

・World Rugby World Sevens Series 2022-2023 への昇格チー

ム決定のための大会 

⑤ 国内合宿 4 月~3 月 18 回実施予定 

⑥ 海外合宿 ２０２２年 2 月 オーストラリア、3 月フラン

ス（予定） 

⑦  

 

セブンズユースアカデミー 

男子セブンズユースアカデミー 

１．事業計画 

(1)  目標 

① シニアアカデミー・SDS への選手の多数輩出 

② 男子セブンズ代表合宿への多数の優秀選手の派遣 

(2)  強化ポイント 

① 有能な選手の発掘と育成 

② 強化育成プログラムによる一貫指導 

③ ベーシックスキルの向上 

④ SC 能力の向上 

⑤ 人間力の向上 

 

２．活動スケジュール 

① 4 月中旬 3 日間（TBC） 

② 7 月初旬 3 日間（TBC） 

③ 8 月中旬 3 日間（TBC）                            

④ 9 月中旬 3 日間（TBC） 
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⑤ 10 月下旬 強化合宿 

⑥ 11 月下旬 国際大会参加予定 

⑦ 2 月中旬 3 日間（TBC） 

⑧ 3 月初旬 3 日間（（TBC） 

 

女子セブンズユースアカデミー 

１．事業計画 

(１) 目標 

① ユースエリート選手の SDS へ多数輩出 

② 女子セブンズ代表合宿等への多数の優秀選手の派遣 

（２）強化ポイント 

① 有能な選手の発掘と育成 

②  強化育成プログラムによる一貫指導 

 

２．活動スケジュール 

① 4 月下旬 4 日間（埼玉） 

② 7 月中旬 4 日間（埼玉） 

③ 8 月中旬 4 日間（四国） 

④ 9 月中旬 4 日間（東京） 

⑤ 11 月下旬 4 日間（埼玉） 

⑥ 11 月中旬 国際大会参加予定 

⑦ 12 月中旬 国際大会参加予定 

⑧ 1 月中旬 4 日間（熊谷） 

⑨ 2 月上旬 4 日間（熊谷） 

女子 15 人制  

１．事業計画 

（1） 目標 

① 海外遠征  テストマッチ勝利 

② RWC2021 トップ８以上 

③ アジアチャンピオンシップ 全勝優勝 

（2） 強化ポイント 

① 中・⾧期を見越した「選手発掘と若手育成」 

② 「RWC2021」トップ 8 実現のためのマインドセットの確

立 

③ ワールドスタンダードの S&C とカラダ作り 

④ 戦術・戦略の落とし込み・理解の徹底によりパフォーマン

スの向上。 

⑤ 選手のラグビー理解の向上にともなうプログラムの提供。 

 

２．活動スケジュール 

【キャンプ】※RWC2021 延期に伴い合宿・遠征は全て見直し中 

① 4-5 月 強化・TID 合同合宿（5 泊 6 日/国内・場所未定） 

② 5-6 月 海外遠征（20 日間/オーストラリア調整中） 

③ 7-8 月 強化・TID 合同合宿（5 泊 6 日/国内・場所未定） 

④ 8-9 月 強化遠征/ウォームアップゲーム（16 日間/オース

トラリア調整中） 

⑤ 9-10 月 RWC2021（37 日間/ニュージーランド） 

＊2021 年 3 月 1 年の延期が決定 
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⑥ 11-12 月 強化・TID 合同合宿（5 泊 6 日/国内・場所未定） 

⑦ 12 月 アジアラグビーチャンピオンシップ（期間・場所未定） 

⑧ 11 月/1 月 TID-U18 キャンプ（2 泊 3 日/国内・場所未定） 

 

 【テストマッチ】 

①  RWC2021 

        開催地 ニュージーランド 

        期間    9 月 11 日-10 月 17 日＊延期決定 

②  アジアラグビーチャンピオンシップ 

開催地 未定 

期間  未定 

（アジア予選が開催されない場合、計画される可能性がある） 

 

技術部門 

専門性、多様性、一貫性 3 本柱を軸に、中⾧期計画策定指針に則り

以下の活動に取り組んでまいります。 

 

1. 部門方針 

（1） マッチオフィシャルグループ 

① 世界の舞台で活躍できるレフリーの育成（人材発掘と早期育

成、トッププレーヤーのレフリー転向の推進） 

② 新リーグを担当できるマッチオフィシャルの育成・強化と環

境整備 

③ 日本代表強化につながる各グレード（大学、高校、ジュニア・

ミニ、女子、コーチング普及）におけるレフリングの統一 

（2） ハイパフォーマンス戦略グループ 

① 将来を見据えた強化・育成に関する方向性の立案 

② 関連部門との方向性や情報の共有化 

③ 課題の抽出と解決シナリオの検討 

④ 国際戦略アドバイザー Mark Egan 氏との連携 

（3） ユース戦略グループ 

① Ｕ１９、Ｕ１７の継続的な強化・育成 

② 選手発掘プロジェクトの推進 

③ ユースに関わるコーチの育成 

④ 高体連との連携 

（4） 開発／科学情報グループ 

① 各年代別に習得すべきスキルとラグビーナレッジの整理 

② 普及育成部門の指導指針とのリンク 

③ 情報の収集・分析・提供と科学的サポート 

（5） 評価グループ 

① コーチ・スタッフが継続的に育成されるための仕組みを評価

側面から構築 

② 望ましい人物像、求められる資質の提示 

 

2. 活動スケジュール 

（1） マッチオフィシャルグループ 

① マッチオフィシャルアポイントメント 

② マッチオフィシャル育成（研修会の実施・コーチング） 
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③ レフリーコーチ養成 

④ 資格制度運用（資格認定、システム管理、有資格者データベー

ス運用） 

⑤ 三支部および都道府県協会との連携（マッチオフィシャル普

及活動） 

⑥ ＲＷＣ２０２３および２０２７に向けたパスウェイ整備 

⑦ 海外研修、海外トップレフリーコーチ招聘 

⑧ ＷＲ・ＡＲ派遣レフリーの選出 

⑨ アカデミーの運営（男女） 

⑩ パネルレフリーのレフリング向上 

⑪ テレビジョンマッチオフィシャル判定基準の向上と環境整備 

⑫ 海外レフリー受け入れ 

⑬ 各グレードガイドライン作成 

⑭ レフリーコーチング普及 

（2） ハイパフォーマンス戦略グループ 

① 国際大会戦略に関すること 

② 強化拠点整備に関すること 

③ スタッフ育成プログラムに関すること 

（3） ユース戦略グループ 

① Ｕ１９（高校日本代表）強化・育成 

② Ｕ１７（日韓中交流競技会）強化・育成 

③ Ｕ１７、Ｕ１６ブロックトレセン支援 

④ 選手発掘プロジェクト（Bigman＆Fastman） 

⑤ ユースコーチの育成 

⑥ リソースコーチの活用 

（4） 開発／科学情報グループ 

① コーチング教材の体系化 

② テーマ別研究 

③ ラグビー科学研究発刊 

（5） 評価グループ 

① コーチ・スタッフ評価システム構築 

② 海外評価システムの検証 

 

普及育成委員会・普及育成部門 

１．活動スケジュール 

（1） 大会 

① 太陽生命カップ 2021 第 12 回全国中学生ラグビー大会 

日程：2021 年 9 月 18～20 日 

開催地：水戸市ケーズデンキスタジアム、 

水戸市サッカーラグビー場 

② 第 27 回全国ジュニアラグビーフットボール大会 

日程：2021 年 12 月 25 日～28 日 

開催地：江東区夢の島陸上競技場、江戸川区陸上競技場他 

③ サントリーカップ第 17 回全国小学生タグラグビー選手権

大会 

  会場：未定 

日程：未定 
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④ FOR ALL ミニ・ラグビーフレンドリーマッチ  

会場：未定 

日程：未定 

（2） 指導者講習会：通年 

（3） 開催自治体連携：通年 

（4） 国際協力事業：通年 
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専門委員会 事業計画 
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アンチ･ドーピング委員会 

＜具体的な取り組み＞ 

1. ドーピング検査事業 

（1） （一社）日本スポーツフェアネス推進機構が立案し、（公

財）日本アンチ･ドーピング機構（JADA）が実施する検

査に協力する。検査の調整監視役等に係る費用は toto 助

成を活用する。 

（2）  JADA および WR の居場所情報管理の対応についての

指導助言を行う。 

（3）  治療使用特例（TUE）申請手続きの指導助言を行う。 

 

2. アンチ･ドーピング教育啓発活動 

（1） JADA のアンチ･ドーピング教育啓発活動と連携しなが

ら、WR の指示による教育プログラムを実施する、対面

および e-Learning による研修開催、ハンドブックの作成

等に関する諸費用は toto 助成を活用する。 

（2） 各日本代表（男女）、トップリーグ（新リーグ登録）チー

ム、３地域大学リーグ上位校および全国大学選手権出場

校に対して情報提供、関連資料の送付、アンチ･ドーピン

グ研修会を実施する。 

（3） ジュニア世代（中学生、高校生）を対象に全国大会試合

会場にてアウトリーチプログラム等を実施する。参加者

ならびにプログラム効果を高めるため、協力アスリート

の参加を要請する。 

（4） 日本代表、トップリーグおよび新リーグ、大学リーグ、

全国大学選手権等の国内開催試合でアンチ・ドーピング

啓発活動を可能な限り実施する。 

（5） コロナ禍に応じたニューノーマルなアウトリーチプロ

グラムとして、アバターを通した教育資材・プログラム

の開発 

（6） ラグビー関係者からの禁止物質に関する問い合わせに

対応する。二次元バーコード・電子問い合わせフォーム

を構築し、問い合わせが簡便にできるよう工夫する。 

（7） 研修会で使用するアンチ･ドーピング確認テストを toto

助成により作成する。 

（8） 協会ホームページなどでアンチ･ドーピングへの取組、

情報等を発信する。 

（9） アンチ･ドーピング教育活動者への研修を充実させる。 

（10） 「安全･インテグリティ推進講習会」にて、全チームの代

表者に対して、アンチ･ドーピングの基本的事項の講習

を行う。 

（11） 安全・インテグリティ推進、アンチ・ドーピング啓発お

よびアスリートの健康の観点より、薬剤師による薬物濫

用防止をすすめる。 
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メディカル委員会 

1. 活動方針と目的  

三支部協会および都道府県医務委員会間の整合性をとりながら広

範な医学的支援を実施 

（1）三支部連絡協議会の開催 

（2）日本協会主催試合医務担当 

（3）日本代表チームメディカル部門担当(含む海外遠征帯同ド

クター派遣) 

（4）トップリーグメディカルコントロール部会担当 

（5）マッチドクター(チームドクター含む)の養成 

（6）ラグビードクターカンファレンスの開催 

（7）アジア協会加盟国への協力 

（8）ＪOC、スポーツ協会、JISS との連携強化および他必要な

事業 

（9）女子委員会への医学的支援 

（10）東京 2020 大会組織委員会への協力 

 

2. 事業計画 

 具体的な取り組み 

（1）委員会・医事担当部門会議、三支部連絡協議会 

（2）医務担当・日本協会主催試合(主管協会と連携) 

（3）各カテゴリー日本代表チームメディカル部門担当(含む海

外遠征) 

（4）ラグビードクターカンファレンスの開催 

（5） World Rugby メディカルカンファレンスへの派遣

（World Rugby マッチデイドクター資格の取得推進） 

（6）東京 2020 大会の医療体制整備への協力 

（7）アジア協会主催試合へのマッチデイドクター派遣 

 

3. 活動スケジュール（日程等）いずれも予定 

（1）メディカル委員会総会 2022 年 3 月 

（2）三支部連絡協議会 2021 年 11 月 

（3）第 6 回ラグビードクターカンファレンス 2022 年 2 月 

 

トレーナー部門 

1. 活動方針と目的 

東京 2020 大会以降に向けた現場でのプレーヤーの健康管理、外

傷・障害予防、パフォーマンス発揮を支援する環境整備の立案、

組織横断的協同事業の提案、実施、人材の育成 

（1）人材育成事業（ラグビートレーナー育成） 

（2）ハイパフォーマンス委員会（代表強化部門、技術部

門）、普及育成委員会、専門委員会（女子委員会、安

全対策委員会、アンチ・ドーピング委員会）、競技運

営委員会との連携 

（3）代表強化部門、トップリーグ部門との積極的連携 

（4）女子ラグビー環境へのアスレティックトレーナー的

支援 

（5）教育・啓発関連資料、出版物の作成、発信それに伴う情報
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収集 

 

2. 事業計画 

＜具体的な取り組み＞ 

（1）トレーナーセミナー/研修会（関東地区、関西地区、九州地

区）の開催 

（2）登録(上級)トレーナー養成プログラムの再構築および実

施 

（3）ホームページおよび関連機関誌を通じてコンディショニ

ング（外傷・障害予防・パフォーマンス発揮）情報の発信 

（4）日本代表チームおよび代表事業、大学、高校、女子へのア

スレティックトレーナー環境の整備・支援 

（5）競技会/大会へのアスレティックトレーナー支援 

（6）教育・啓発関連資料の作成、発信 

（7）東京 2020 大会に向けた人材配置実施 

 
3. 活動スケジュール 

（1）トレーナーセミナー/研修会(関東 6~7 月、九州 9 月、関西

2 月) 

（2）登録(上級)トレーナー養成プログラム（2~3 月） 

（3）東京 2020 大会に向けた人材配置実施（7 月～8 月） 

 

安全対策委員会 

１．事業計画 

（1）重症事故の再発を防止し、重症事故撲滅を図るべく発生事故に

対する調査・分析・研究を行い、対策を検討する。 

（2）チーム責任者等に『重症事故撲滅およびインテグリティ』の意

識付けを行い、チーム内においてチームの責任者が事故撲滅の

啓発活動の牽引役を担い自ら事故撲滅・安全推進活動を展開で

きる組織的なサポートを実行する。 

 

２．活動スケジュール 

(1)委員会の開催 

重症事故の速やかな対応・分析を図るとともに、各都道府県で

の安全推進講習会の実施状況や次年度の重点項目を策定する

ため年間５回委員会を開催 

(2)「安全・インテグリティ推進講習会」の開催により、「重症事故

の撲滅」と「安全なラグビーとインテグリティの普及」の徹底

を図る。伝達講習（2 月）全チーム（2 月～7 月） 

① 安全・インテグリティ推進講習マニュアルの作成と管理 

② 安全・インテグリティ推進講習会のオンライン講習の提

供 

③ 受講実績の登録システムへの連携 

④ 受講アンケートの集計と改善対応 

(3)チーム登録資格要件の追加など、速やかに具体的施策を実施

（年度初頭） 

(4)重症事故分析班の活動を更に推進 

(5)外傷障害マニュアルを全面改訂し、現場での怪我・事故への対
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応力を強化 

(6)2022 年度に向け、また中⾧期的展望の下、新たな施策を検討、

実施 

(7)普及・啓発活動 

外傷・傷害の撲滅を目指し啓発活動の継続的実施 

＜具体的な取り組み＞ 

・各委員会・部門と連携し重症事故の撲滅に努力する 

・日本協会のＨＰを利用して、タイムリーな事例を掲載して啓

発 

(8)調査・検討 

WR 重症報告の基準に従い重症事故データの継続的集計・分析 

＜具体的な取り組み＞ 

・重症傷害報告書、2 ヶ月後・6 ヶ月経過報告書を提出する体

制の組織強化を行う 

・重症傷害者に関するアフターケアの方向性を模索 

(9)研修会開催 

・スキルアップ研修会 

8 月初旬、菅平において高校生及びその指導者を対象とした

講習会に講師を派遣 

(10)セーフティ・アシスタント管理 

セーフティ・アシスタントとしての新たな制度の運営を図る 

① オンラインでのセーフティ・アシスタント講習会を提供

する 

② セーフティ・アシスタントへの認定証・手帳を発行する 

③ セーフティ・アシスタント認定者を管理する 

(11)連携 

普及・競技力向上委員会、審判委員会、中学・高校委員会との

連携を一層強化し、外傷・障害の減少を図る 

 

女子委員会 

女子ラグビー発展の為に、女性の地位向上、ジェンダー平等を目指

し、女性が活躍し、⾧くラグビーに関われる環境を整えるため以下

の取り組みを行う。 

 

１ 女性の様々なカテゴリーでの活躍を対外的にアピールできるよ

う情報発信を行う。 

（1）女性の活躍、ジェンダー平等に関する情報発信 

 ラグビー内部での情報を整理し、ロールモデルを挙げ、

特に若年層へ幅広い選択肢を提供できるよう、クラブ

チーム・関連団体と連携する。 

 ラグビー外の他競技・他業種団体と交流、女性活躍の推

進について、良い相互関係を築き、内部に還元してい

く。 

 

２ 普及基盤の整備による女子競技者の増加を図ると共に各カテゴ

リーの大会の整備やユースキャンプの実施により、選手、指導

者、レフリー等の育成環境を整える。 

（1）Regional Women’s Sevens 
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（2）U18 女子花園エキシビジョン 

（3）大学女子 7 人制ラグビーフットボール交流大会 

（4）女子育成強化プログラム 

（5）女子ユースキャンプ 

 

３ 各委員会・部門との連携を図り、女子ラグビーの発展、女性の活

躍推進、ジェンダー平等、女子の地位向上、傷害予防をしっかり

と目指す。 

 

普及育成  女子ラグビーの普及イベント（女性タグラグビー大会） 

女子の普及育成の拠点づくり 

コーチ   女性指導者を増やす  

女性指導者のレベルアップ（A 級、S 級取得者の増加） 

代表チーム 研修・活動ができる場所の提供（代表チームと連携） 

            日本代表チームの活動・方針を共有。 

レフリー  女子レフリーを増やす 

女子レフリーのレベルアップ（B 級、A 級取得の増加） 

大会運営  各大会の整備、運営（太陽生命ウィメンズセブンズシリ

ーズ、全国選手権） 

      三地域協会との連携強化 

高校    各大会の整備、イベント（U18 女子セブンズ、U18 花園

15 人制） 

メディカル 婦人科との連携 

SKIP（膝の傷害予防）プログラムの推進 

安全対策  脳震盪など女性特有の問題に対する対策 

広報    情報発信(メディアリリース、HP/SNS 発信) 

プロモーション  女子ラグビーの対外的アピール 

国際    World Rugby、Asia Rugby との連携（各女子委員会/WR:

齋木理事、AR：浅見理事） 

強化    TID キャンプ、セブンズアカデミーとの連携 

三地域協会、都道府県協会  各女子委員会との連携 

 

ハイパフォーマンス委員会 

各カテゴリー代表チームに関する助言を行ってまいります。 

 

１．事業計画 

（1）各カテゴリー日本代表ヘッドコーチ選考に関する資料等作

成 

（2）世界各国のヘッドコーチ動向等の情報収集 

（3）代表強化部門および技術部門との連携 
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三支部協会事業計画  



44 

関東ラグビーフットボール協会 

１. 日本協会主催試合（全国大会含む）の関東エリア開催試合の主管 

２. 国際試合の試合主管 

３. 関東協会「年次総会」の開催（6 月 12 日予定） 

４. 都道県協会主催の各種講習会への協力・支援 

５. 国体ブロック大会の開催／北海道、東北、関東、北信越 

６. 関東協会主催試合・大会の開催 

（１） 地区高校各種大会の主催／北海道、東北、関東、北信

越、都県対抗戦、新人大会、合同大会、女子大会 

（２） 地区中学生各種大会の主催／北海道、東北、関東 

（３） 地区ラグビースクール各種大会の主催／北海道、東北、

関東 

（４） ミニジャンボリー、ジュニアジャンボリー大会の主催 

（５） 大学試合の開催／対抗戦、リーグ戦、ジュニア選手権、

地区対抗、北海道、東北、医歯薬系、理工系、学生クラ

ブ、関東大学春季大会等の主催 

（６） 女子大会の主催、女子ラグビーの普及育成活動 

（７） クラブ大会の主催／東日本クラブ、関東学生クラブ、

クラブセブン、マスターズ 

（８） 関東社会人リーグの主催 

（９） トップイーストリーグの主催 

７. レフリーの発掘、育成、ランクアップ 

（１） Ｂ級レフリー認定講習会、都道県レフリー研修会の支

援、女子レフリーの発掘、育成 

（２） レフリーコーチの育成、研修会、海外レフリーとの相

互交流 

（３） 公式戦へのレフリー派遣    

８. 指導者の育成 

（１） C級コーチ講習会の開催 

（２） ミニラグビー指導者講習会の実施 

（３） チームスタッフ関係者との意見交換会 

９. メディカル関係 

（１） マッチドクターの派遣 

（２） メデイカルコミッショナーの派遣、養成 

（３） 関東協会メディカル総会の実施 

（４） ラグビー傷害の学術的研究 

（５） 登録者傷害見舞金制度の運用、審査、支給事業 

１０. 広報、公聴活動 

（１） ホームページの運用 

（２） 報道各社へのプレスリリースの作成 

１１. 東京2020大会への対応 

  都道県協会及び行政への支援活動 
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関西ラグビーフットボール協会 

1. 医務委員会 

・ 総務部会 

・ リーグ医師派遣委員会 

・ 学術部会 

・ 2021WMG 大阪 医療従事者部門会議 

・ Level１講習会の開催 

・ 熱中症を語る 

・ 担架講習会 

・ 大学リーグ、TL、大学選手権、全国高校大会他 

各地での公式戦での活動実施 

2. 総務委員会 

・ 委員会開催（定例、臨時） 

3. レフリー委員会 

・ 三地域・B 級・関西デベロップメントスコッド・レフリー 

コーチ・女子レフリー・レフリーコーチ研修 

   ・B 級認定講習会（各ブロック）およびレフリーの資格認定育成 

・関西パネルレフリーの育成・強化 

・ 22 府県レフリー委員⾧会議 

・ シーズン前レフリー、レフリーコーチ・チーム合同カンファレ

ンス 

・カンタベリー州とのレフリー国際交流 

・ 各公式戦へのレフリー派遣 

・高体連レフリーの育成 

4. 強化・セレクション委員会 

・ 強化・セレコン委員会 2 回（9 月・1 月） 

・関西学生代表セレクション 

・関西学生代表/強化活動 

・関西学生代表 セレクションマッチ 

・ 強化・セレコン委員派遣（大学リーグ戦・大学選手権等各試合） 

・関東学生との交流戦あるいは関西協会内での強化練習会 

5. コーチ委員会 

・ 総務部会（年 4 回） 

・ コーチカンファレンス(旧トップチームコーチ会議) 

・ A 級コーチ養成講習会 

・ B 級コーチ養成講習会 

・ C 級コーチ養成講習会 

・ 関西協会 22 府県コーチ委員⾧会議 

・指導者講習検討会議 

・ B 級コーチブラッシュアップ講習会 

・強化・セレコン・大学委員会との合同講習会 

6. 普及育成委員会 

（1）U15 中学生部門 

・ 部門会議（5 回） 

・ 第 11 回太陽生命カップ全国中学生大会スクールの部 関西地

区予選 

・ 第 41 回関西中学生ラグビー大会 
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・ 第 22 回関西中学生ラグビージャンボリー 

・ 2021 年度各ブロック指導者講習会 

・ 第 22 回近畿スクールジュニア交流大会 

・ 第 26 回全国ジュニア ブロック予選（スクールの部） 

・ 第 12 回関西スクールジュニア 新人交流大会 

・ 各ブロック交流大会 

・各ブロックにて指導者研修会の開催 

・ブロック⾧会議の開催 

（2）U12 部門 

・ 部門会議（12 回）及びブロック会議 

・ ミニジャンボリー大会（女子選抜交流試合を含む）  

・ 各ブロック交流大会 

・ ラグビーマガジンカップ 

・ スクール指導者講習会 

・MMR 講習会 

（3）タグラグビー部門 

・ 部門会議（4 回） 

・ 各ブロックタグラグビー大会 

・ 全国小学生タグラグビー選手権府県予選及びブロック大会 

・ クリスマスＣＵＰ 関西小学生タグラグビーチャンピオンシッ

プ 

・ 北陸タグフェスタ 

・四国選抜タグ大会 

・岡山ドームフェスタ 

（４）女子中学生部門 

 ・ 太陽生命カップ全国中学生大会女子 7 人制の部 関西地区予

選及び交流会 

 ・ 全国ジュニア大会（女子の部）ブロック予選及び交流会 

 ・ブロック会議の開催 

 ・部門会議（4 回）    

7. 安全対策委員会 

・安全・インテグリティ推進伝達講習会 

・安全インテグリティ講習会（各県を中心に） 

・“重症事故ゼロを目指して” 

8. 社会人委員会 

・リーグ委員会（年 6 回）・リーグ総会 

・トップウェストリーグ戦 

・チャレンジマッチ 

・三地域交流戦/学生との交流試合 

9. クラブ委員会 

・各ブロック大会兼全国クラブ大会予選 

・第 32 回関西クラブ大会 

・関西学生クラブリーグ 

・トップウェストリーグチームによるラグビー普及活動 

10. 大学委員会 

・春季リーグトーナメント 

・リーグ委員会（年 4 回） リーグ総会 

・各リーグ戦 
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・ベスト XV 表彰式 

・強化・セレコン、コーチ委員会との合同講習会 

・関東学生チームとの交流試合 

11. 高専委員会 

・全国高専大会 実行委員会（2 回） 

・第 52 回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会 

12. 高校委員会 

・高校委員会（年 4 回） 

・第 101 回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会 

・第 19 回関西高校少人数校ラグビー交流大会 

・各ブロック新人大会及び普及指導講習会  

13. 女子委員会 

・第 9 回フィオーレリーグ 

・第 24 回関西女子大会 

・（仮称）Japan Women’s Rugby Festival の開催 

14. 広報委員会 

・TL・リーグ戦各試合への派遣とマッチレポートの作成 

・関西協会記者懇談会への派遣 

・NZU 戦 

15. ツアー委員会 

・海外チーム受入れ帯同業務 

・NZU チーム帯同 

16. 傷害見舞審査委員会 

・審査委員会の開催 11 回（8 月を除く） 

九州ラグビーフットボール協会 

1. レフリー委員会   

(1) 各県委員⾧会議      

① ６月 : 大分 ②１２月: 福岡 ③ ２月: 大分  

④ 副委員⾧会議２回: 福岡 

(2) レフリー研修会     

① 九州地区トップレフリー研修会 

2021 年 8 月          未 定  

② 九州地区レフリー研修会      

2021 年 8 月         未 定  

③ 九州地区 B 級レフリー認定講習会    

2021 年 8 月    未 定  

④ 三地域トップレフリー研修会      

2021 年 8 月    菅 平  

(3) 各県巡回指導研修会                     

2022 年 1 月～3 月         各 県  

(4) レフリー研修会講師派遣      

年６～７回程度       各 県  

(5) レフリー派遣     

年間を通して       各 地  

(6) レフリーコーチおよび評価     

年間を通して       各 地  

(7) コーチ・アセッサー研修会（JRFU エデュケーター認定講習会）

 2022 年 12 月      福 岡  
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(8) レフリー評価委員会     

2022 年  2 月      福 岡  

(9) 九州アカデミー研修     

年間を通して      各 地  

(10) 女子レフリー研修会     

① 東日本ジャンボリー大会・研修会   

2021 年 7 月   菅 平  

② 全国女子ラグビー大会 MO 参加    

年間を通して   未 定  

③ 女子集合研修     

2022 年 2 月   未 定  

（11）海外交流               

2021 年 11 月       ロンドン 

2. 社会人委員会 

(1) 第 58 回  九州セブンズ（木元杯全九州 ７人制）大会 

2021 年 4 月 10 日・11 日 八代（変更の可能性あ

り） 

(2) 第 40 回 九州地区国民体育大会（成年の部） 

2021 年 8 月 27 日～29 日 福 岡  

(3) トップリーグ戦・トップチャレンジリーグ戦 

2021 年 2 月～3 月               各 地 

2021 年 3 月～5 月（2nd ステージ、プレーオフ） 各 地 

(4) トップキュウシュウリーグ戦         

2021 年 9 月～11 月  各 地  

(5) トップキュウシュウリーグ戦 入替戦     

2021 年 12 月         各 地  

(6) トップキュウシュウリーグ代表者会議        

2021 年 8 月         福 岡  

(7) 2022 年 2 月  福 岡  

(8) 新リーグ戦        

2022 年 1 月～5 月  各 地 

3. クラブ委員会  

(1) 各県クラブ委員⾧会議   

第１回 2021 年 6 月 6 日     鹿児島  

第２回 2021 年 11 月 20 日     熊 本  

総務委員会    

年４回 2021 年 5 月、8 月、11 月、2022 年１月 福 岡 

(2) 第 40 回九州惑大会   

2021 年 6 月 5 日、6 日   鹿児島  

(3) 第 17 回 九州トップクラブリーグ戦  

2021 年 9 月 ～ 12 月     各 地  

① 川南クラブ ④やんばるクラブ  

⑤玖珠クラブ ⑧玄海タンガロア   

②熊本サンデーズ ③福岡かぶと虫クラブ  

⑥甲南クラブ ⑦帆柱クラブ   

(4) 第 47 回 全九州クラブ・実業団大会  

2021 年 11 月 20 日、21 日    熊 本  

決勝戦  2021 年 12 月 5 日    熊 本  
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(5) 九州トップクラブ 入替戦     

2021 年 12 月 19 日    

九州トップクラブリーグ７位  

vs クラブ・実業団(クラブ)２位 各 地  

九州トップクラブリーグ８位  

vs クラブ・実業団(クラブ)１位     

(6) 第２８回全国クラブ大会    

１回戦 2022 年 1 月  9 日（予定） 未定

  

２回戦 2022 年 1 月 23 日（予定） 

準決勝 2022 年 2 月 6 日（予定） 

決勝戦 2022 年 2 月 20 日（予定） 

(7) 第３回リーダー講習会                   

2022 年 3 月 (予定）        未  定   

4. 大学委員会 

(1) 会議及び講習会     

① 大学委員⾧会議         

第 1 回 2021 年 7 月     福  岡  

第 2 回 2021 年 12 月    福  岡  

② 普及指導講習会         

2020 年 3 月～9 月         各  県  

(2) 第 60 回 九州商経大学大会      

2021 年 6 月                 大  分  

(3) 第 70 回 九州地区大学大会(インカレ) 

2021 年 12 月            大分 宮崎  

(4) 第 29 回 九州学生リーグ戦   

2021 年 9 月～11 月       福岡他  

［Ⅰ部リーグ」  

④ 福岡大学 ②日本文理大学 ③福岡工業大学  

④九州共立大学 ⑤鹿児島大学 ⑥九州大学  

⑦西南学院大学 ⑧志學館大学    

［Ⅱ部リーグ］  

① 熊本大学 ②⾧崎大学 ③九州産業大学 ④琉球大学  

⑤ 大分大学 ⑥立命館アジア太平洋大学 ⑦宮崎大学 

⑧沖縄国際大学   

(5) 第 21 回 九州学生Ⅲ部優勝決定戦  

2021 年 11 月             沖 縄  

(6) 九州学生リーグジュニア戦   

2021 年 9 月～11 月        福岡他  

(7) 九州学生リーグ入替戦     

Ⅱ部 8 位 対 Ⅲ部 1 位 Ⅱ部 7 位 対 Ⅲ部 2 位   

2021 年 12 月上旬    未 定  

Ⅰ部 8 位 対 Ⅱ部 1 位 Ⅰ部 7 位 対 Ⅱ部 2 位    

2021 年 12 月上旬    未 定  

(8) 第 58 回 全国大学選手権   

2021 年 11 月～12 月     福岡他    

５．高専委員会 

(1) 第 30 回 九州高専チームリーダー講習会   
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2022 年  3 月         八 代  

(2) 第 30 回 九州高専新人大会     

2021 年  5 月         久留米  

(3) 九州高専委員⾧会議      

2021 年 11 月         福 岡  

(4) 第 57 回 九州地区高専大会     

2021 年 11 月            福 岡  

(5) 第 52 回 全国高等専門学校大会    

2022 年 1 月         神 戸    

６．高校委員会 

(1) サニックス 2021 ワールドユース交流大会       

2021 年 4 月 28 日～5 月 5 日 福 岡 

(2) 第 10 回全国高等学校女子合同大会 九州代表選考会  

2021 年 5 月 22 日～23 日   福 岡 

(3) 第 73 回 全九州高等学校大会（九州高体連主催）  

2021 年 6 月 18～22 日   大 分 

(4) 九州高体連ラグビー専門部委員⾧会議     

2021 年 6 月 19 日         大 分  

(5) 九州高校強化委員会              

2021 年 6 月 19 日     大 分  

(6) U17 九州代表選考合宿         

2021 年 7 月 3～5 日  湯布院  

(7) U16 九州ブロックトレセン         

2021 年 7 月 3～5 日  湯布院  

(8) 第 10 回全国高等学校女子合同大会 九州代表強化合宿 

2021 年 7 月 10～11 日  福 岡  

(9) 第 40 回 九州地区国民体育大会           

2021 年 8 月 27～29 日 福 岡 

(10) 第 3 回 九州高校 U18 女子セブンズ大会    

2021 年 9 月 11 日～9 月 12 日 福 岡 

(11) 第 101 回 全国高校選手権大会 各県予選      

2021 年 10 月～       各 県 

(12) 第 12 回 Ｕ16・Ｕ17 九州交流会        

2021 年 12 月 4・5 日    福 岡 

(13) サニックス 2022 ワールドユース交流大会 予選会   

2022 年 1 月 1 日～5 日 福 岡 

(14) 第 44 回 木元杯全九州高校新人大会   

2022 年 2 月 18～23 日   大 分 

(15) 第 9 回 九州高等学校選抜女子セブンズ大会    

2022 年 2 月 20 日   大 分 

(16) 九州高校委員会及び強化委員会          

2029 年 2 月 19 日   大  分 

(17) 2022ＴＩＤユースキャンプ西日本トレセン（九州・中国・

四国） 

2022 年 3 月 4～6 日山 口 

(18) 次年度Ｕ17 九州代表候補合宿     

2022 年 3 月 5～7 日    湯布院 

(19) 第 22 回九州高校 10 人制大会     
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2022 年 3 月 18～20 日 鹿児島 

７．コーチ委員会 

(1) 各県委員⾧会議        

1 回目 2021 年 6 月 (予定) 福   岡  

2 回目 2022 年 1 月下旬(予定) 福   岡  

(2) 日本協会コーチカンファレンス（旧トップチームコーチ会

議）  

2021 年 6 月（予定）        福   岡  

(3) S 級（旧トップ）コーチ養成講習会    

2021 年 5 月 21 日～22 日、7 月 15 日～17 日、12 月 16 日

～18 日  東 京 

(4) A 級（旧強化）コーチ養成講習会（予定）   

2021 年 7 月 28 日～31 日  福 岡 

2021 年 7 月 15 日～19 日  関 東 

2022 年  2 月 9 日～13 日  関 西 

(5) トップアスリート推薦者講習会（予定）    

2021 年  6 月 23 日～27 日 東 京 

(6) 九州協会コーチカンファレンス（旧トップチームコーチ会

議兼 A 級（旧強化）コーチブラッシュアップ研修会 

2021 年 6 月（予定）    福 岡 

(7) B 級（旧育成）コーチ養成講習会       

2022 年 1 月 22.23.29or30 日 福 岡  

2021 年 10 月 23.24.31 日     北海道 

2021 年 11 月 20.21.23 日   愛 知 

2021 年 12 月 18.19.25.26 日 東 京 

2022 年 1 月 15.16.22or23 日 大 阪 

(8) ブラッシュアップ講習会      

各県の要請により随時開催  各 県 

(9) 新スタートコーチ養成講習会      

各県の要請により随時開催  各 県 

(10) その他:コーチ委員会として必要な事業   

(随時実施)        (未 定)    

８．中学委員会 

(1) 第 1 回各県委員⾧会議          

2021 年 4 月 3 日         福 岡  

(2) 第 43 回新島杯九州ジュニアラグビー大会   

2021 年 7 月 30 日～8 月 1 日 鯛 生  

(3) 第 4 回九州女子中学生ラグビー大会      

2021 年 7 月 30 日～7 月 31 日 鯛 生 

(4) 第 2 回各県委員⾧会議        

2021 年 7 月 31 日         鯛 生  

(5) 第 34 回新島旗九州中学校ラグビー大会      

2021 年 8 月 1 日～3 日     鯛 生  

(6) 第 22 回ジュニアラグビー九州ブロック大会（男子・女子） 

2021 年 10 月 9 日～10 日  熊 本  

(7) 第 3 回各県委員⾧会議        

2021 年 10 月 9 日         熊 本  

(8) 九州Ｊｒインストラクター会議       
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2021 年 10 月 9 日～10 日     熊 本  

(9) 第 23 回九州ジュニアラグビー福岡ジャンボリー  

2022 年 1 月 22～23 日（予定）  福 岡 

(10) 第 23 回九州ジュニアラグビー島原ジャンボリー 

2022 年 2 月 12～13 日       島 原 

(11) ジュニアラグビー指導者講習会        

随 時 各 県      

９．普 及 育 成 委 員 会  

(1) 会議・研修会  

① 普及育成担当者研修会委員会  

2021 年 5 月 15 日～16 日 福 岡  

② タグ部門⾧会議(兼サントリーカップ打合せ)  

2021 年 6 月 26 日～27 日 鹿児島  

③ ラグビースクールプロモーション講習会  

2021 年 7 月 24 日～25 日   福岡･熊本 

④ タグラグビーエディケーター講習会   

2021 年 8 月 7 日～8 日 大 分 

⑤ 九州ＭＲＲ認定講習会    

2021 年 8 月 21 日～22 日 熊 本  

(2) ミニラグビー      

① 第 48 回 九州少年ラグビー交歓会   

2021 年 8 月 21 日～22 日 熊 本  

② 第 22 回 西九州ブロック交流大会   

2021 年 10 月 17 日～18 日 ⾧ 崎 

③  第 22 回 東九州ブロック交流大会   

2021 年 11 月 7 日～8 日 宮 崎 

④ 第 22 回 南九州ブロック交流大会   

2021 年 12 月 5 日～6 日 宮 崎  

⑤ 第 14 回 沖縄県ブロック交流大会   

2022 年 2 月 12 日～13 日 沖 縄  

⑥ 第 10 回 トライドリームカップ   

2021 年 11 月 19 日～21 日 大 分 

(3) タグラグビー     

①  タグフェスタ  

・九州 2021 年 12 月 19 日   ⾧ 崎 

・西部ガスタグフェスタ（兼パナソニック）  

2022 年 3 月 13 日   福 岡  

② パナソニックタグフェスタ    

・佐賀 2022 年 3 月 13 日   佐 賀 

・⾧崎 2022 年 3 月 13 日   ⾧ 崎  

・熊本   2022 年 3 月 13 日 熊 本  

・大分 2022 年 3 月 13 日   大 分  

・宮崎 2022 年 3 月 13 日 宮 崎  

・鹿児島 2022 年 3 月 13 日 鹿児島  

・沖縄  2022 年 3 月 5 日 沖  縄  

③ 第 16 回 九州女子タグラグビー大会   

2021 年 11 月 13 日 熊 本 

④ 第 18 回 サントリーカップ全国大会予選  
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・沖縄ブロック予選大会 2022 年 1 月 8～9 日 沖縄 

・九州ブロック予選大会 2022 年 1 月 22～23 日佐賀 

10. 安 全 対 策 委 員 会     

(1) 2021 年度  高専リーダー講習会にて研修会      

2021 年 4 月      熊 本  

(2) 2021 年度 安全・インテグリティ推進講習会       

2021 年 4 月～5 月 各 県 

(3) 2021 年 度  セ ー フ テ ィ ・ ア シ ス タ ン ト 認 定 講 習 会        

2021 年 4 月～7 月 各 県 

(4) 2022 年 度  安 全 ・ イ ン テ グ リ テ ィ 推 進 伝 達 講 習 会        

2022 年 1 月      福 岡 

(5) 2022 年度 九州協会スケジュール会議において研修会    

2022 年 2 月 11 日 福 岡 

(6) 九州メディカル・安全対策委員会合同総会（委員⾧会議） 

2022 年 3 月     福 岡     

11. 強 化・セレコン 委 員 会     

(1) 第 58 回 九州セブンズ（木元杯全九州 ７人制）大会 

2021 年 4 月 10 日～11 日  熊本 八代市 

(2) 大学生合同練習指導        

2021 年６・９月          熊 本  

(3) トップキュウシュウリーグＡ、九州学生リーグ視察  

2021 年 10 月～11 月     各 地  

(4) 強化・セレコン委員会(九州代表セレクト会議) 

2022 年１月            福 岡  

(5) 三地域強化委員⾧会議   2022 年 3 月 東 京  

12. 総 務 委 員 会 

(1) 会員名簿の作成            2021 年 8 月 

(2) 主要スケジュール、メンバー表の作成、配布  随 時 

(3) 九州及び各県公式記録の編集のデータ化(予定)  

2021 年 10 月 1 日 (予定)    

13. 広 報 委 員 会 

(1) 日本協会機関誌への投稿記事作成  年 5 回  

(2) 九州協会公式ホームページ、ＳＮＳ等での情報発信 随時 

(3) トップリーグ九州エリアメディアカンファレンス開催 

2021 年 12 月  福 岡  

(4) 各県広報委員⾧会議    2021 年 11 月  福 岡  

(5) (メディアへの情報発信、情報交換  随 時  

(6) 報道機関への大会等開催及び結果リリース 随 時  

(7) 主要大会の LIVE 配信           随 時  

14. メディカル委員会      

(1) 公式戦 マッチドクター派遣 

2021 年 4 月～2022 年 3 月    各 県 

(2) 九州メディカル総務委員会         

2021 年 9 月及び 22 年 3 月   福 岡 

(3) 九州協会 メディカル委員会・安全対策委員会合同総会 

2022 年 3 月            福  岡  

(4) 日本代表チーム帯同医師派遣への協力       

 合宿時メディカルサポート 随 時 
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(5) トップチャレンジリーグ、トップリーグメディカルコント

ロール  随 時   未  定 

(6) ＷＲメディカル資格講習会開催            

随 時   未  定 

(7) 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 防 止 対 策 ア ド バ イ ス              

随 時       

15. 女子委員会       

(1) (女子委員⾧会議  2021 年 5 月 福 岡  

2021 年 12 月 佐 賀  

(2) サニックスワールドユース女子セブンズ大会  

2021 年 4 月   福 岡  

(3) 南部九州女子交流大会 2021 年 5 月    大 分  

(4) 北部九州女子交流大会 2021 年 6 月   佐 賀 

(5) 第 10 回九州ガールズフェスタ 2021 年 12 月 佐 賀 

(6) サニックス ガールズセブンズキャンプ 

2022 年 3 月   福 岡  

(7) 九州ウィメンズセブンズ 新規大会 

2021 年 5・9 月  福 岡     

16. マーケティング委員会      

(1) 賛助会員募集強化策の検討・実施     随時 福岡  

(2) スクラム組もうぜ九州の施策の実施   随時 福岡  

(3) 九州協会公式ホームページ、SNS の活用 随時  福岡 

(4) マーケティング委員会の会議開催    随時   福岡 

(5) メディアとの意見交換会     随時  

17. 登録者傷害見舞金運営委員会   

(1) 登録管理 

① 各県各月登録状況管理        随時  

② ②登録費入出金管理         随時  

③ ③登録費決算管理      2021 年 4 月 

④ ④登録関連資料作成      随時 

   

(2) 傷害見舞金管理      

① 傷害報告受付管理          随時  

② 傷害見舞審査会開催            毎月  

③ 傷害見舞金払出管理       毎月  

④ 傷害見舞金決算管理       2021 年 4 月 

⑤ 傷害見舞関連資料作成管理      随時                    

 

 

以上 


